













































































力を免れうるとし、民法 468 条 1 項の指名債権の譲受人は債務者が異議な
き承諾をしたことを主張立証すれば譲渡人と債務者との間でなされた訴訟
契約の効力が自己に及ぶことを免れうるという（19）。
4　判例は、古いものではあるが、東京地判大 7・10・19 法律評論 7 巻民訴
295 頁が、仲裁合意の目的たる特定の法律関係に基因する債権の承継人も
その仲裁合意に覊束されると述べ、仲裁合意の効力は譲受人に及ぶとする
が、大阪区判大 6・4・30 法律新聞 1268 号 23 頁は、これを否定する（20）。





























































































































































































































































































































































　保険代位に関しては、上記大阪高判昭 44・12・15 判時 586 号 29 頁およ



















　また、代位弁済（民法 499 条、500 条）についても、判例は、大阪地判







































































































　この問題に関し、判例は、管轄合意に関し、札幌高決昭和 57 年 7 月 12

















































紛争についても、仲裁法 13 条 1 項の「法令に別段の定めがある場合」に
該当するとして、仲裁可能性を否定すべきではないかと考える。
9．書面要件



















































































































































































（ 1 ）  中田・仲裁 126 頁、小山・仲裁 85-87 頁、上野泰男「仲裁契約及び仲裁判
断の人的範囲」関西大学法学論集 35 巻 3・4・5 号（1985）666 頁、小島=高
桑・注解仲裁 76 頁〔小島武司=豊田博昭〕、青山・仲裁 634 頁、河野・仲裁
428 頁、山本=山田・ADR 仲裁 323 頁、小島=猪股・仲裁 130 頁。 
（ 2 ）  中田・仲裁 126 頁、小室直人「仲裁契約」菊井維大編『全訂民事訴訟法
（下巻）』427 頁（青林書院新社、1969）、小山・仲裁 85 頁、上野・前掲注
（ 1 ）666 頁、小島=高桑・注解仲裁 76 頁〔小島=豊田〕。
（ 3 ）  青山・仲裁 634 頁、小島=猪股・仲裁 130 頁。
（ 4 ）  内田貴『民法Ⅳ〔補訂版〕』293 頁（東京大学出版、2004）。
（ 5 ）  小山・仲裁 87 頁、小島=猪股・仲裁 130 頁。
（ 6 ）  小山・仲裁 89 頁。
（ 7 ）  上野泰男「仲裁判断の効力の主観的範囲について」名城法学 42 巻別冊
（1992）388-399 頁、理論と実務 72 頁〔上野泰男発言〕。
（ 8 ）  河野・仲裁 429 頁。












（11）  青山・仲裁 635 頁、小島=猪股・前掲注（10）27 頁、上野・前掲注（ 1 ）
675-678 頁（ただし、後に改説。上野・前掲注（ 7 ）388-389 頁、理論と実務
72 頁〔上野発言〕）、理論と実務 73 頁〔山本発言〕。山本=山田・ADR 仲裁
323-324 頁は、契約上生じた債権が譲渡された場合、債務者が異議なき承諾

























（13）  斎藤秀夫ほか『注解民事訴訟法⑴〔第 2 版〕』350-351 頁〔高島義郎=松山
恒昭=小室直人〕（第一法規出版、1991）。
（14）  三ヶ月章『民事訴訟法』255 頁（有斐閣、1959）、伊藤眞『民事訴訟法〔第
4 版補訂版〕』85 頁（有斐閣、2011）、新堂幸司『新民事訴訟法〔第 5 版〕』
120 頁（弘文堂、2011）、兼子一ほか『条解民事訴訟法〔第 2 版〕』116 頁
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〔新堂幸司=高橋宏志 = 高田裕成〕（弘文堂、2011）。これに対し、菊井維大






（15）  兼子一『民事法研究第 1 巻』273 頁（酒井書店、1950）。
（16）  竹下守夫「訴訟契約の研究⑶」法学協会雑誌 81 巻 4 号（1964）377 頁。
（17）  竹下・前掲注（16）376-377 頁。また、河本喜與之「仲裁契約」法曹会雑誌





























（28）  青山・仲裁 635 頁参照。この点に関し、山本=山田・ADR 仲裁 323-324

















JCA ジャーナル 53 巻 12 号（2006）20 頁参照。
（31）  上野・前掲注（ 1 ）676 頁参照。
（32）  中田・仲裁 126 頁、青山・仲裁 635 頁、小島=高桑・注解仲裁 78 頁〔小










（34）  竹下・前掲注（16）380 頁。また、山本=山田・ADR 仲裁 323-324 頁、兼
子・前掲注（15）273 頁も同旨。
（35）  内田貴『民法Ⅲ〔第 3 版〕』239 頁（東京大学出版会、2006）。
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（36）  同上 238 頁。
（37）  上野・前掲注（ 1 ）680-682 頁、河野・仲裁 429 頁。


















（47）  小山・仲裁 89 頁。
（48）  内田・前掲注（35）243 頁。
（49）  小山・仲裁 89 頁。
（50）  伊藤・前掲注（14）538-539 頁参照。
（51）  小島=猪股・仲裁 133 頁、山本=山田・ADR 仲裁 323 頁参照。また、判例






（52）  特定承継人について中田・仲裁 126 頁、小室・前掲注（ 2 ）427 頁。
（53）  小山・仲裁 88 頁。



























（61）  溜池良夫「判批」別冊ジュリスト（海事判例百選）15 号（1967）203 頁。




また、大塚明「元地回収 B/L 裏面約款の仲裁条項　平成 20 年東京地高裁判




（63）  中村眞澄=箱井崇史『海商法〔第 2 版〕』274 頁（成文堂、2013）。
（64）  第一審である神戸地判昭 38・7・18 下民 14 巻 7 号 1477 頁を引用する。こ
れ以外にも海上運送契約中の仲裁合意の効力が荷受人に及ぶとした判例とし
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（69）  三ヶ月・前掲注（14）256 頁、菊井=村松・前掲注（14）129 頁、斎藤ほか・
前掲注（14）350 頁〔高島=松山=小室〕。
（70）  同旨、注解仲裁 79 頁〔小島=豊田〕、山本=山田・ADR 仲裁 324 頁。反対、
小島=猪股・仲裁 136 頁。
（71）  拙稿「仲裁と破産手続」JCA ジャーナル 62 巻 1 号（2015）6 頁。
（72）  同上 9 頁。
（73）  竹下・前掲注（16）378 頁。
（74）  小山昇「仲裁法の基本問題」（講演記録）全国建設工事紛争審査会連絡協
議会会報 18 号（1985）27 頁、48 頁。
（75）  松下淳一「倒産法制と仲裁⑷」JCA ジャーナル 41 巻 7 号（1994）17 頁。
（76）  伊藤眞『破産法〔第 4 版補訂版〕』84-85 頁（有斐閣、2006）。
（77）  小山・前掲注（74）27 頁、48 頁。
（78）  松下・前掲注（75）20 頁。
（79）  小島=高桑・注解仲裁 117 頁〔谷口安平〕、小島=猪股・仲裁 135-136 頁。





頁（信山社、2004）（初出は広島法学 10 巻 3 号（1987）49 頁）参照。
（81）  伊藤・前掲注（76）460 頁、松下・前掲注（75）17 頁参照。これに対し、濱
田芳貴 = 富松由希子「国内倒産と海外仲裁の手続的な交差点― その更生






（82）  伊藤眞ほか『条解　破産法〔第 2 版〕』885 頁（弘文堂）。
（83）  山本和彦ほか『倒産法概説〔第 2 版〕』200 頁〔沖野眞己〕（弘文堂、
2010）。











（破産法 173 条 2 項）、合意管轄の効力は問題とならない。









（92）  Kröll,  supra note 85, at 360 ; Klaus Sachs,  Insolvency Proceedings and 
International Arbitration,  in Collected Courses  of  the  International 
Academy for Arbitration Law, Year 2011, Volume 1,16 （2013）.







（97）  理論と実務 62 頁〔上野発言〕参照。
（98）  小島=高桑・注釈仲裁 51 頁〔猪股孝史〕、小島=猪股・仲裁 86 頁。仲裁コ
ンメ 50 頁参照。
（99）  伊藤・前掲注（14）660 頁参照。












（103）  小島=高桑・注解仲裁 222 頁〔澤木敏郎〕。
（104）  櫻田嘉章=道垣内正人編『注釈国際私法第 2 巻』195 頁〔林貴美〕（有斐
閣、2011）。
（105）  道垣内正人『ポイント国際私法各論（第 2 版）』121-122 頁（有斐閣、2014）。
（106）  櫻田=道垣内・前掲注（104）197-200 頁。
（107）  櫻田=道垣内・前掲注（104）200 頁。
（108）  櫻田=道垣内・前掲注（104）197 頁、秌場準一「判批」ジュリスト 909 号
（1988）120 頁参照。
（109）  櫻田=道垣内・前掲注（104）197 頁、道垣内・前掲注（105）123 頁参照。


















（119）  東京地判平 8・9・12 判時 1590 号 140 頁は、「手形行為の効力とは、手形
行為から生ずる一切の権利義務の内容すなわち債務の発生事由、内容、性
質、消滅原因、保全要件等を総称するものとされる」と判示する。
（120）  小島=猪股・仲裁 127-138 頁参照。諸外国における最近の研究として、
Brekoulakis, supra note 12 がある。
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